
02　病院だより
03　こんにちは保健師です
04　町民カレンダー
05　協力隊通信
06　マチの伝言板

07　令和 6 年能登半島地震災害
義援金の受付について
08　マチの話題
10　ひとのうごき

天塩川河口にて飛翔するオジロワシ【1 月 4 日】
撮影：柳谷明伸
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◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８
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「年をとっても施設には入りたくない」方へ

病院だより
No.84

　

日
々
ご
高
齢
の
方
々
と
接
し
て
い
ま
す

と
、
90
歳
前
後
の
超
高
齢
を
生
き
る
こ
と

は
ほ
ん
と
う
に
大
変
だ
と
感
じ
ま
す
。
永

年
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
体
は
あ
ち
こ
ち

に
不
調
を
抱
え
て
い
ま
す
し
、
体
力
の
低

下
も
あ
っ
と
い
う
間
に
進
み
ま
す
。
平
成

の
時
代
、
介
護
疲
れ
で
心
中
や
自
殺
が
社

会
問
題
化
し
た
こ
と
で
介
護
保
険
事
業
が

導
入
さ
れ
、
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
施
設

も
増
え
ま
し
た
。
以
前
よ
り
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
き
て
い
る
の
で
す

が
、
た
だ
漠
然
と
「
施
設
に
は
入
り
た
く

な
い
な
～
」
と
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

■
施
設
入
所
に
な
る
代
表
的
要
因
を
知
る

　

家
族
に
恵
ま
れ
24
時
間
誰
か
が
世
話
を

し
て
く
れ
る
環
境
に
お
住
い
の
方
は
稀
だ

と
思
い
ま
す
。一
人
暮
ら
し
か
、夫
婦
共
々

高
齢
か
、
若
い
世
代
と
同
居
し
て
い
て
も

日
中
は
一
人
で
過
ご
す
高
齢
者
が
ほ
と
ん

ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

①
認
知
症
が
進
み
、
体
調
を
維
持
す
る
の

に
不
可
欠
な
お
薬
を
自
己
管
理
で
き
な
い

場
合
（
飲
み
忘
れ
、
過
量
服
用
、
頻
回
の

紛
失
、
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
自
己
注
射
が
必

要
な
薬
剤
を
き
ち
ん
と
自
力
で
管
理
で
き

な
い
場
合
な
ど
）

②
足
腰
が
衰
え
自
力
で
ト
イ
レ
へ
行
け
な

く
な
っ
た
場
合

③
そ
の
他
、
自
力
で
痰
が
ら
み
を
出
せ
ず

吸
引
を
必
要
と
す
る
方
、
排
尿
の
管
を
留

置
し
て
い
る
方
な
ど
で
、
継
続
的
医
療
ケ

ア
を
要
す
る
場
合
な
ど

　

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
家
族
に
よ
る
支

援
が
期
待
で
き
な
け
れ
ば
、
自
宅
生
活
は

限
界
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
施
設
入
所
を
回
避
す
る
工
夫

①
認
知
症
の
進
行
を
抑
え
る
：
永
年
の
喫

煙
歴
、高
血
圧
、糖
尿
病
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
高
値
が
あ
る
と
進
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
若
い
う
ち
か
ら
こ
れ
ら
を
改
善
し
て

お
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
ま
た
自
宅
に
引

き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
と
脳
を
賦
活
化
で

き
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
町
の

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
活
用
し
、
毎
週
必
ず

多
く
の
人
と
接
す
る
時
間
を
取
り
入
れ
、

賦
活
化
す
る
し
か
け
を
毎
日
の
生
活
に
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②
足
腰
の
衰
え
を
防
ぐ
：
自
宅
に
引
き
こ

も
ら
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
足

腰
を
使
う
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
歩
行
器
で
広
い
廊
下
を
歩
く
た

め
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
し
、
毎
週
金
曜
日
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
も
さ
ら
に
効
果

的
で
す
。
し
っ
か
り
し
た
リ
ハ
ビ
リ
が
あ

る
の
は
天
塩
町
の
強
み
で
す
。
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

①
②
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
福
祉
課

が
相
談
窓
口
に
な
り
ま
す
。

■
施
設
入
所
を
避
け
ら
れ
な
い
場
合

　

少
し
ず
つ
施
設
利
用
を
す
る
機
会
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
気

が
進
ま
な
い
場
合
も
、
い
ず
れ
現
実
問
題

と
し
て
施
設
利
用
な
し
に
は
立
ち
行
か
な

く
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
も
、

ご
本
人
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
支

援
・
励
ま
し
を
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

子
供
た
ち
も
社
会
に
出
る
前
、
幼
少
期
か

ら
集
団
生
活
を
少
し
ず
つ
習
得
し
て
い
く

の
と
ど
こ
か
似
て
い
ま
す
。
抵
抗
を
感
じ

て
い
た
こ
と
も
慣
れ
て
し
ま
え
ば
ど
う
っ

て
こ
と
な
い
、
長
い
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
方
々
は
、
そ
ん
な
人
生
経
験
も
豊
か

な
方
ば
か
り
で
す
よ
ね
。

（
文
責　

医
師　

橋
本
伸
之
）
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健診に行こう！

■
病
気
は
予
防
す
る
時
代

　

こ
こ
で
言
う
病
気
と
は
生
活
習
慣
病
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
と
聞
い

て
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
想

像
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

も
ち
ろ
ん
そ
れ

ら
も
生
活
習
慣
病
で
す
が
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
、
一
部
の
が
ん
も
生
活
習
慣
病
に

含
ま
れ
ま
す
。
急
に
発
症
す
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
そ
れ
ら
の
病
気
は
予
防
や
発
症

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
病
気
の
発
症

　

病
気
は
突
然
起
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
左
図
の
よ
う
に
病
気
を
発
症
す
る

に
は
要
因
が
あ
り
、
例
え
ば
コ
ロ
ナ
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
発
症
し
て
い

ま
す
。
高
血
圧
等
の
生
活
習
慣
病
は
遺
伝

要
因
と
日
々
の
食
事
や
運
動
、
睡
眠
等
が

要
因
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
遺
伝
要
因
は
変
え
ら
れ
な

い
た
め
、
自
分
に
は
ど
の
よ
う
な
遺
伝
が

あ
る
か
知
っ
て
お
く
こ
と
、
ま
た
自
分
の

病
気
を
、
子
ど
も
や
家
族
に
伝
え
る
事
も

重
要
で
す
。

■
病
気
に
な
っ
た
ら
病
院
に
行
く
か
ら
大

丈
夫
？

　
「
病
気
に
な
っ
た
ら
病
院
に
か
か
る
」

と
い
う
方
が
い
ま
す
。
天
塩
町
は
入
院
医

療
費
の
割
合
が
全
国
や
北
海
道
よ
り
高
い

た
め
、
何
か
あ
っ
て
か
ら
病
院
に
行
く
人

が
多
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
症

状
が
あ
っ
て
病
院
を
受
診

す
る
の
で
効
率
的
に
み
え

ま
す
が
、
糖
尿
病
や
高
血

圧
な
ど
は
か
な
り
悪
い
状

態
に
な
ら
な
い
と
症
状
が

出
な
い
の
で
す
。

　

つ
ま
り
症
状
が
出
て
か

ら
の
受
診
で
は
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
の
手
前
の
状
態

だ
っ
た
り
、
重
症
化
し
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
治
療
に
は
入
院

や
通
院
、
内
服
な
ど
時
間

も
お
金
も
か
か
り
、
上
段
の
表
で
は
１
年

に
か
か
る
医
療
費
の
概
算
を
算
出
し
ま
し

た
が
、
自
身
や
家
族
の
生
活
に
負
担
を
か

け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

■
健
診
を
受
け
よ
う
！

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
第
一
歩
は
『
自
分

の
か
ら
だ
の
状
態
を
把
握
す
る
』
こ
と
で

す
。
そ
の
予
防
行
動
と
し
て
『
健
診
を
受

け
る
』
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
し
て
い

る
保
険
に
よ
っ
て
受
診
方
法
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
方
は
左
図
を
確
認

く
だ
さ
い
。

　

天
塩
町
で
は
、
年
に
１
回
健
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
40
歳
以

上
の
社
保
は
対
象
外
）

　

春
と
秋
の
集
団
健
診
に
加
え
、
町
立
病

院
で
個
別
健
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
に
は
左
の
受
診
券
が
届
い
て
い
ま
す

の
で
、
健
診
を
受
け
て
ご
自
分
の
検
査
結

果
を
確
認
し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

※
他
の
病
院
で
健
診
を
受
け
た
方
は
検
査

結
果
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る
と
健
診

費
用
を
助
成
で
き
ま
す
（
上
限
あ
り
）。

　

ま
ず
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
等
の
発
症
を

予
防
す
る
こ
と
、
ま
た
病
気
を
発
症
し
て

も
、
重
症
化
す
る
前
の
段
階
で
治
療
し
正

常
な
数
値
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
節
約
に
も
な
り
、
生
活
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

1 年 で か か る 医 療 費 （ 概 算 ）
高 血 圧 7 万 円 脳 血 管 疾 患 2 0 0 万 円
高 脂 血 症 9 万 円 心 臓 疾 患 4 0 0 万 円
糖 尿 病（内 服 ） 1 7 万 円 人 工 透 析 5 0 0 万 円
※心 臓 疾 患と脳 血 管 疾 患は1回の 費 用
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

1月 28 29 30 312月 1 2 3
☆いきいきサロン
[ 老人福祉センター ]

10 時～ 12 時

●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・ 優良　13 時
・ 一般　14 時
・ 違反　15 時 30 分

4 5 6 7 8 9 10
☆はつらつクラブ
[ ふれあいセンター ]
13 時 30 分～ 15 時

●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 優良　13 時

+ 眼科外来 ●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ 21］
・ 優良　13 時

《建国記念の日》11 《振替休日》 12 13《町内回覧日》 14 15 16 17
☆いきいきサロン
[雄信内老人憩いの家]

10 時～ 12 時

+ 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○1歳6ヵ月児健診・
3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時
○託児の日

18 19 20 21 22《天皇誕生日》 23 24
●町民スキー大会 ☆はつらつクラブ

[ ふれあいセンター ]
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
[ 老人福祉センター ]

10 時～ 12 時

○あいあいくらぶプ
チ相談日

25 26 27《町内回覧日》 28 293月 1 2
+ 眼科外来 + 産婦人科外来

令和 6 年令和 6 年  　  　月月22令和 6 年令和 6 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・2 月の回覧日は 14 日と 28 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月
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　上川・留萌地方では、1 月下旬から 2 月下旬が一年
で最も寒い時期となります。気象台では低温による農
作物の被害（夏期）や水道管の凍結・破裂などによる
被害（冬期）が発生するおそれがあるときに「低温注
意報」を発表します。具体的な発表基準は、4 月から
6 月と 8 月中旬から 10 月までは、平均気温が平年よ
り 6℃以上低い、7 月から 8 月上旬は気温が 14 度以
下が 12 時間以上継続など、稲作などの農業関係に影
響を及ぼす気温が基準となっています。また、11 月
から 3 月までは最低気温が平年より 12℃以上低いと
予想する場合に発表しています。冬期間の低温は、上
空に強い寒気が入る、冬型の気圧配置が緩み内陸部を
中心に晴れて地表面の熱が奪われる放射冷却現象が起
こるなどの原因で発生します。これまでの最低気温の

記録は、旭川－ 41.0℃（1902 年 1 月 25 日）と内
陸部では－ 30℃以下、留萌－ 23.4℃（1985 年 1 月
25 日）と海岸部では－ 25℃前後となっており、1 月
下旬から 2 月下旬に低温注意報が発表されると、厳
しい冷え込みが予想されますので水道管の凍結・破裂
などに十分注意が必要です。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

低温注意報について

地方創生アイデアコンテストでの天塩高校生、生成 AI 活用

　昨年 12 月、内閣府が主催する「地方創生☆政策アイデアコンテスト 2023」
が開催され、天塩高校の２年生からなるチームが北海道代表として最終審査会
に出場しました。このコンテストは、地域経済分析システム（RESAS）上の
データを活用し、地方創生の施策や地域の課題解決に向けたアイデアの提案を
行うものです。今回、北海道代表に選ばれた天塩高等学校６班のテーマは「夕
日プラスα？！」。天塩高校と筑波大学が連携して地域について学ぶ、高大連携ワークショップを通して生まれ
たアイデアをもとにして発表しました。天塩町の美しい夕日を活かした特産品開発を目指し、商品などの「モノ」
に限らず、体験の提供といった「コト」にも着目した発想が生まれ、天塩川河川公園への写真映えするブランコ
の設置や町外の人に天塩の魅力を伝えるオロロンラインバスツアー、夕日をモチーフにしたスイーツの開発と
いったアイデアが提案されました。まだ実現していないこれらのアイデアのイメージを文字だけで明確に伝える
のは難しいかもしれません。そこで１つの手段として、最近耳にする機会も多い生成 AI の技術を用いてアイデ

アを具体的な画像として表す手法を紹介し、
実際に生徒の方々に試してもらいました。当
日の発表スライドでは夕日を背景にしたブラ
ンコや新たな特産品の候補となるスイーツの
イメージ画像が提示され、聞き手にとって興
味深い内容になったと思います。今回代表と
なった班だけでなく２年生の各班から生まれ
た様々な地域活性化のアイデアが、今後どの
ように発展していくのか楽しみです。（野口）

▲地方創生☆政策アイデアコンテスト最終審査会での天塩高校生発表の様子

◀こちらから、天塩高校生が内閣府・地
方創生☆政策アイデアコンテスト最終審
査会での発表の様子をご覧になれます。
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自
衛
官
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任

期
制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
か
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
か
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
か
月
を
１
任
期
（
２
任
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
か
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満

《
受
付
期
間
》
令
和
６
年
２
月
６
日
ま
で

《
試
験
科
目
》
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

《
試
験
日
程
》
令
和
６
年
２
月
11
日
、

12
日
（
試
験
会
場
：
旭
川
）

《
合
格
発
表
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

《
入
隊
時
期
》
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で
の
間
、「
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
電
話
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。2
月
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

相
続
登
記
・
遺
言
・
不
動
産
登
記
・
会

社
の
登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の
法
律
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

《
日
時
》
令
和
６
年
２
月
13
日
（
火
）

16
時
～
19
時

☎
０
１
２
０
（
８
８
８
）
４
４
７

※
予
約
不
要
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
な

り
ま
し
た
の
で
通
話
料
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

16
日
（
金
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か

ら
、所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、

ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
感
染
症
防
止
の
観
点
か

ら
も
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告

会
場
で
は
な
く
、
是
非
ご
自
宅
で
の
申

告
書
の
作
成
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

稚
内
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険

給
付
や
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
の
都
道
府
県
労
働
局

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

【
労
災
保
険
給
付
・
特
別
遺
族
給
付
金

に
つ
い
て
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
３
８
３
３

【
救
済
給
付
に
つ
い
て
】

石
綿
救
済
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
３
８
９
）
９
３
１

場
の
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
会

場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

（
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
事
前
発
行
も
し
く
は
会
場
で
当
日
配

付
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
贈
与
税
及
び
土
地
・
家
屋
を
譲
渡
し

た
と
き
の
所
得
税
の
申
告
相
談
は
、
火

曜
日
と
木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。「
入

場
整
理
券
」
を
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
事
前

発
行
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、
次
回

以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
他
、

カ
ー
ド
発
行
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
及
び

署
名
用
電
子
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

書
面
に
よ
り
申
告
書
等
を
提
出
す
る

場
合
は
、
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
付
に

御
協
力
願
い
ま
す
。

◆
送
付
あ
て
先
◆

札
幌
国
税
局　

業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前

１
条
３
丁
目
３
番
１
５
号　

旭
川
合
同

庁
舎
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3 月号へ掲載を

希望する方は、

2 月 14 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

"cafe Te to Te +
"

ス
タ
ッ
フ
募
集

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
優
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
活
動
を
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
で
の
売
り
上
げ
金
を
活
動
資
金

と
し
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
催
し

を
企
画
し
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

ス
タ
ッ
フ
対
象
は
高

校
生
か
ら
で
、
職
業
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
見
学
か
ら
で
も
大
歓
迎
で
す
♪ 

今
ま
で
の
活
動
内
容
はFacebook

や

Instagram

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

●Facebook

：cafe Te to Te

＋

●Instagram

：te to te cafe

　
場
所
は
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸
通
４

丁
目
：
旧
広
海
ス
ー
パ
ー
跡
地
）
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

髙
橋
貴
子

☎
０
９
０
（
６
４
４
４
）
７
０
８
２

高
橋
千
種

☎
０
９
０
（
５
９
８
８
）
５
８
８
４

　日本⾚十字社北海道支部留萌地区天塩分区では、令和 6 年 1 月 1 日に石川県を中心に甚大な被害
をもたらした令和 6 年能登半島地震災害による被災者の方々を支援するため、「令和 6 年能登半島地
震災害義援⾦」の受付窓口を下記のとおり開設いたしました。
　町民の皆様のあたたかいご支援をお待ちしておりますので、ご協力方よろしくお願い申し上げます。
　義援金は、日本⾚十字社北海道支部を通じて各被災地へ送金させていただきます。
　また、今回の救援活動は、義援金のみの取扱いになります。

　義援金は、下記の口座へ直接送金することもできますが、振込手数料がかかりますので、ご了承願います。
　「ゆうちょ銀行の振込用紙の半券」や「金融機関の振込時の利用明細書」は、受領証の代用とすることがで
きます（①寄付者、②寄付した日、③寄付金額、④寄付先の口座番号（義援金専用口座番号）が明らかにされ
ているものに限ります）。
　受領証の発行を希望される場合は、事前に手続きが必要となります。詳しくは、受付窓口までお問い合わせ
ください。

被災地全域への寄付 地域を限定しての寄付

1.ゆうちょ銀行・郵便局

2. 銀行振込

1. 石川県支部での受付

3. 新潟県支部での受付

2. 富山県支部での受付

《口座記号番号》00150-7-325411
《口座加入者名》日赤令和 6 年能登半島地震災害義援⾦
※窓口でお振込みの場合は、振込手数料は免除されます

（ATM による通常払込みおよびゆうちょダイレクトをご
利用の場合は、所定の振込手数料がかかります）
※受領証をご希望の場合は、振替用紙の通信欄に「受領
証希望」と明記のうえ、ご依頼人欄に「お名前・ご住所・
お電話番号」を記載してください（事前登録は不要です）

（受付期間：令和 6 年 12 月 27 日（金）まで） （受付期間：石川県支部と富山県支部は令和 6 年 12 月
27 日（金）まで、新潟県支部は令和 6 年 6 月 28 日（金）
まで）

三井住友銀行　すずらん支店　普通　2787501
三菱 UFJ 銀行　やまびこ支店　普通　2105493
み ず ほ 銀 行　ク ヌ ギ 支 店　普通　0620669
口座名義はいずれも「日本⾚十字社（ニホンセキジュウ
ジシャ）」

北國銀行　県庁支店　普通　28580
口座名義は「日本⾚十字社石川県支部　支部長　馳　浩

（ハセ　ヒロシ）」

第四北越銀行　白山支店　普通　5050125
口座名義は「日本⾚十字社新潟県支部　支部長　花角　
英世（ハナズミ　ヒデヨ）」

北陸銀行　本店営業部　普通　6162894
富山銀行　富山支店　　普通　3044104
富山第一銀行　ニューセンター支店　普通　022823
口座名義はいずれも「富山県災害義援金　日⾚富山県支
部　支部長　新田　八朗（ニッタ　ハチロウ）」

【受付窓口】　天塩町役場 1 階　福祉課福祉係
　　　　　　または、雄信内支所

【受付期間】　令和 6 年 12 月 25 日（水）まで
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12
月
17
日
、
町
内
と
近
隣
地
域
の
女
性

ら
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ「Te 

to Te+

（
テ
ト
テ
・
プ
ラ
ス
）」
で
、
子

供
が
作
っ
た
手
作
り
作
品
を
自
ら
販
売
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス･

キ
ッ
ズ
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
塩
・

幌
延
・
豊
富
の
幼
児
か
ら
小
学
生
12
組
が

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
ド
ル
、
ペ
ン
ダ
ン

ト
、
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
雑

貨
約
２
０
０
点
が
販
売
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
50
名
が
訪
れ
、
出
品
さ
れ
た
作
品
を

見
て
、
子
ど
も
た
ち
と
会
話
・
交
流
し
な

が
ら
購
入
し
、
カ
フ
ェ
を
堪
能
す
る
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス･

キ
ッ
ズ
マ
ル
シ
ェ
賑
わ
う

▼子どもたちが作ったアクセサリー作品で賑わうキッズマルシェ

　

12
月
17
日
、
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
（
局

員
３
名
）
は
同
校
体
育
館
に
て
、
同
局
Ｏ

Ｇ
、
教
員
と
陸
上
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
音

楽
隊
14
名
を
ゲ
ス
ト
に
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
40
名
が
来
場
し
ま
し

た
。
第
１
部
で
は
「
汐
風
の
マ
ー
チ
」「
ユ

イ
マ
ー
ル
」
等
を
演
奏
、
第
２
部
で
は
、

曲
名
あ
て
ク
イ
ズ
、
第
３
部
で
は
「
星
に

願
い
を
」「
情
熱
大
陸
」
な
ど
５
曲
を
演

奏
、
第
４
部
で
は
邦
楽
ロ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー

等
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
留
萌
駐
屯
地

音
楽
隊
は
平
成
15
年
に
発
足
以
来
、
管
内

の
各
学
校
の
吹
奏
楽
部
等
へ
の
演
奏
指
導

や
合
同
演
奏
会
等
の
支
援
を
通
じ
て
、
地

域
住
民
と
の
架
け
橋
と
な
る
音
楽
隊
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

天
高
吹
奏
楽
局
、

陸
自
音
楽
隊
と
共
演

▼天塩高校吹奏楽局と自衛隊留萌駐屯地音楽隊との共演

　

天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
天
塩
町
共

同
募
金
委
員
会
（
事
務
局
・
天
塩
町
社
会

福
祉
協
議
会
）
へ
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
の
募
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。
12
月
20

日
、
同
奉
仕
団
の
草
刈
房
子
委
員
長
は
会

員
と
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、「
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
有
り
難
い
で
す
」

と
話
し
、
長
瀬
啓
嗣
会
長
に
募
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
同
奉
仕
団
で
は
20
年
以
上
、

毎
年
継
続
し
て
同
募
金
を
寄
付
し
て
き
ま

し
た
。
同
募
金
は
、
社
会
的
に
孤
立
し
て

い
た
り
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
り
と

い
っ
た
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
、
年
末

年
始
を
温
か
く
健
や
か
に
過
ご
し
て
も
ら

う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
募
金
活
動
で

す
。 赤

十
字
奉
仕
団

歳
末
募
金
へ
寄
附

▼歳末たすけあい募金を手渡す草刈房子委員長（中央）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
天
塩
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
は
11
月
に
旭
川
市
で
開
催
さ

れ
た
第
43
回
道
新
カ
ッ
プ
北
海
道
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優

勝
し
、
１
月
６
日
か
ら
江
別
市
で
開
催
さ

れ
る
第
40
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
へ
出
場
報
告
の
た
め
12

月
18
日
、
団
員
12
名
と
齋
藤
和
弘
コ
ー
チ

が
吉
田
町
長
を
訪
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
嶋
崎
恵
麻
さ
ん（
小
学
６
年
）は「
北

海
道
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
皆
で
一
丸
と

な
っ
て
優
勝
を
狙
い
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
、
吉
田
町
長
は
「
前
回
、
地
区
大

会
で
優
勝
す
る
目
標
を
語
り
、
有
言
実
行

と
な
っ
て
嬉
し
い
、
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
少
年
団

地
区
大
会
優
勝

▼吉田町長に全道選抜優勝大会出場報告をした団員たち

12月14日～1月10日
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12
月
26
日
、
町
の
施
設
等
へ
の
地
域
貢

献
を
行
っ
た
事
業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
老
朽
化
し
た
国

道
２
３
２
号
沿
・
旧
天
塩
大
橋
バ
ス
待
合

所
の
撤
去
作
業
を
実
施
し
た
堀
松
建
設
工

業
㈱
（
留
萌
市
）
と
、
11
月
に
て
し
お
温

泉
「
夕
映
」
の
客
室
外
側
の
視
界
を
遮
る

木
々
の
伐
採
・
草
刈
作
業
を
行
っ
た
菊
地

建
設
㈱
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
パ
ー
ク
の
四あ

ず
ま
や阿

下

部
の
整
地
作
業
、
天
塩
川
河
川
公
園
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
撤
去
跡
の
基
礎
整
地
作
業
を

行
っ
た
堀
松
ハ
ラ
ダ
経
常
建
設
共
同
企
業

体
へ
、
吉
田
町
長
か
ら
「
町
の
美
観
向
上

に
寄
与
い
た
だ
き
有
り
難
い
」
と
感
謝
の

言
葉
と
と
も
に
地
域
貢
献
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
等
で

地
域
貢
献

▼感謝状を贈呈された堀松建設工業㈱（左）、菊地建設㈱（右）

　

１
月
９
日
、
町
主
催
に
よ
る
賀
詞
交
換

会
が
社
会
福
祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
町
内

の
団
体
・
個
人
約
70
名
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
冒
頭
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
へ
の
黙

祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
吉
田
町
長
に

よ
る
年
賀
挨
拶
で
は
「
本
年
は
、
甲き

の
え
た
つ辰

で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
物
事
の
始
ま
り
や
、
成

長
・
成
功
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

も
の
が
形
に
な
る
縁
起
の
良
い
年
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
困

難
な
課
題
に
向
き
合
い
、
天
塩
町
の
振
興

発
展
に
向
け
て
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

出
席
者
全
員
で
牛
乳
に
よ
る
乾
杯
と
万
歳

三
唱
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

賀
詞
交
換
会

▼賀詞交換会での吉田町長による年賀挨拶

　

１
月
７
日
、「
天
塩
町
二
十

歳
の
集
い
」
が
社
会
福
祉
会
館

に
て
開
催
さ
れ
、
今
年
度
二
十

歳
を
迎
え
る
男
女
14
名
が
晴
れ

着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
で
出

席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
稲
上

大
和
さ
ん
と
寺
本
萌
華
さ
ん
が

代
表
と
し
て
「
激
動
す
る
社
会

に
向
か
っ
て
力
強
く
踏
み
出
す

決
意
を
心
に
銘
記
し
、
豊
か
な

天
塩
町
の
発
展
に
努
力
す
る
」

と
誓
い
ま
し
た
。途
中
、巣
立
っ

た
小
中
学
校
の
担
任
教
諭
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露

さ
れ
、
旧
友
と
の
再
会
、
父
兄

ら
と
二
十
歳
の
門
出
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

▲二十歳の宣誓をした稲上さんと寺本さん ▲お礼の言葉を述べた石山翔太さん
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報
て
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号
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n.hokkaido.jp/
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企
画

・
編

集
　

天
塩

町
企

画
商

工
課

広
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情
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係
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〒
098-3398　

天
塩

町
新

栄
通

８
丁

目
　

☎
01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
年
明
け
早
々
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
、
翌
２
日
に
は
、
羽
田
空
港
で
の
事
故

が
起
き
、
新
年
冒
頭
か
ら
、
不
安
で
落
ち
着

か
な
い
気
持
ち
で
過
ご
し
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
情
報
の
伝
達
と
い
う

観
点
で
今
回
の
震
災
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
デ
マ
・
誤
情
報
が

多
数
拡
散
さ
れ
広
ま
り
、
実
際
の
被
災
状
況

と
異
な
る
誤
情
報
が
流
布
さ
れ
た
問
題
が
あ

り
ま
す
。
歴
史
的
に
人
間
社
会
に
お
い
て
災

害
と
デ
マ
は
密
接
に
連
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
に
よ
り
、
デ
マ
や
誤
情
報
の
拡
散
ス

ピ
ー
ド
と
範
囲
は
か
つ
て
な
い
規
模
で
増
大

し
て
い
ま
す
。
デ
マ
は
多
く
の
場
合
、
感
情

に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
訴
え
た
り
、
誰
か
に
「
伝

え
た
い
」「
教
え
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
刺

激
す
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
て
、恐
怖
・

不
安
・
怒
り
な
ど
の
感
情
に
よ
っ
て
デ
マ
は

拡
散
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
デ
マ
の
拡
散
は
ネ
ッ
ト
に
限
ら
ず
家

族
・
友
人
・
知
人
と
の
直
接
的
な
会
話
に
よ

る
も
の
も
多
く
、
デ
マ
や
誤
情
報
の
防
衛
の

た
め
に
は
、
身
近
な
人
か
ら
の
情
報
で
あ
っ

て
も
、
直
ぐ
に
信
じ
る
こ
と
を
避
け
、
慎
重

に
客
観
的
多
角
的
に
情
報
に
向
き
合
う
べ
き

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
能
登
半
島
地
震
災
害
の
義
援
金
の
ご
案
内

は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
へ

《
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
付
（
若
者

が
希
望
を
も
て
る
未
来
を
創
る
事
業
）》

セ
イ
コ
ー
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社　
　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
社
会
福
祉
の
た
め
に
》

天
塩
町　
　
　

㈱

阿

部

組　
　

様

《
香
典
返
し
と
し
て
》

更
岸
中
央　
　

赤

塚　

龍

美　

さ
ん

山
手
通
９　
　

村

岡　

三
代
子　

さ
ん

（
更
岸
中
央
）

赤

塚
　
ス
ミ
子
　
さ
ん
（
94
歳
）

（
山
手
通
９
）

加

藤
　
鈴

代
　
さ
ん
（
82
歳
）

該
当
な
し

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，７３３ 人  （－ ９）

（令和 5 年 12 月 31 日現在）

㊚１，３８６ 人 （－ ４）
㊛１，３４７ 人 （－ ５）

--- 世帯数 ----------------
１，４６４世帯（－ ３）

2/29
・国民健康保険税（9期）
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